








修飾する活性がありました。そこで、様々なtRNAをカラムクロマトグ

ラフィ＿※3で取ることができる鈴木先生の研究室の非常にエレガント

なシステムを使って、患者さんの細胞からtRNAを取り出していただき

正常型と比べた結果、患者さんの細胞では修飾されたものの比率が

低いtRNAが何種類かあったので、IKAP自身がtRNAの修飾に関わ

ると分かりました。スプライシング異常に加えてtRNAの修飾もできな

い二重のRNA病だったのです。tRNAの修飾に関することは私たち

ではできなかったので、鈴木先生との共同研究によって明らかにする

ことができました。

※2: 進化系統上で同一の祖先から派生した、類似性の高い遺伝子などの一群。

※3 充填剤を詰めた筒状の容器に混合化合物を流し込んで分離する精製方法。
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一お互いの先生の印象を教えてください。

鈴木先生： RNAスプライシングは何百種類もの因子が関わっている

非常に複雑なシステムですが、片岡先生は昔からそのメカニズムや制

御を深く研究されていて、たくさんのタンバク質の機能やその役割も

整理されていて、ほとんど全部頭の中に入っているところがすばらし

いですね。また、実験を数多くやっている人でないとわからないよう

な、抗体の選択や詳しい実験条件に精通していて、タンバク質間の相

互作用などを調べるような緻密な実験技術を使ってスプライシングの

研究をされているという印象です。

片岡先生：日本のtRNAの研究が長い間世界をリ ー ドしている中、鈴

木先生は手法的にも研究面でも自分の地位を世界的に築いていらっ

しゃいます。細胞の中でのことをできるだけ生体に近い状態でわかる

には、生化学※4も化学も必要です。私は生化学的なことは得意です

が、鈴木先生はより化学的なアプローチをされています。スプライシ

ングとRNA修飾は一見遠いですが、RNAという共通の分子を通して

つながることも多いです。

※4: 生物に関係する物質の構造と反応に関する化学。

INTERVIEW 

ー今流行している新型コロナウイルス感染症について、先生

ご自身の研究分野からのアプローチを教えてください。

鈴木先生：新型コロナウイルスに関する東大のプロジェクトの一つに

取り組んでいます。コロナウイルスは遺伝情報をDNAではなくRNA

として持つウイルスですので、細胞の中に入ったゲノムRNAがRNA

を複製し、それが翻訳されてウイルスのタンバク質が作られることで

増殖します。コロナウイルスのRNAゲノムにはその末端にcap構造と

呼ばれるメチル化されたRNA修飾があります。この構造にメチル基が

ないとウイルスのRNAは翻訳されないことがわかっています。そこ

で、私たちは、コロナウイルスが持つメチル化酵素の阻害剤を作るこ

とで治療薬ができるのではないかと考えました。実際、nsp14という

新型コロナウイルスが持つメチル化酵素を取得し、メチル化酵素を阻

害する抗生物質を入れるとnsp14の酵泰活性が完全に阻害されるこ

とを確認しました。現在、東大創薬機構にある約25万の化合物を対象

にスクリ ーニングを行っており、この中からnsp14に対する阻害活性

のある化合物を探そうとしています。薬の開発の最初のきっかけにな

る化合物が得られたら、そこから先の開発は長い道のりになりますが、

製薬会社との共同研究を予定しています。私は博士の学位取得後に、

製薬会社で薬の開発に携わった経験があります。大学に戻ってからは

基礎研究に没頭して来ましたが、コロナ禍でRNA修飾の研究者とし

て自分に貢献できることを探していました。今回、東大のサポートもあ

り、再び薬の開発に取り組んでいるのは、感慨深いものを感じます。今

自分にできることで人類に貢献したいと真剣に考えています。
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片岡先生：農学では、尿中に出るアレルギー物質の量を測っている

方が、採血や病気のうつる検査をせず尿だけで測定できるようなコロ

ナウイルスに特化した研究をやろうとされています。動物も人の細胞

も扱える農学部では、人に対する薬ができなくても動物に対する薬は

可能ですし、工学系と共同するといろいろなことができるのではない

でしょうか。

ー鈴木先生、片岡先生、ありがとうございました！

Written by 菅野南花
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